
畢

界

展

望

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

イ
ラ
ン
皐
・
ト
ル
コ
皐
の
現
妖

羽

国
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一
七
九
五
年
の
東
洋
語
皐
校
】
w
n
o
r
m
-
g
r
ι
g
F口問
dgoH-OHMS-g

i
s
z
g
設
立
、
そ
し
て
一
八
二
二
年
の
ア
ジ
ア
協
禽

ωonE和
国
師
豆

2
5

創
設
以
来
二
百
年
近
い
俸
統
を
誇
る
フ
ラ
ン
ス
東
洋
皐
は
、
そ
の
研
究
の
濁
創

性
、
多
様
性
、
陣
容
の
豊
富
さ
で
今
日
も
な
お
世
界
の
東
洋
皐
界
に
此
立
し
て

い
る
。

筆
者
は
一
九
人

O
年
十
一
月
か
ら
一
九
八
三
年
七
月
ま
で
約
二
年
八
箇
月
間

フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
皐
生
と
し
て
パ
リ
に
留
摩
す
る
機
舎
を
得
た
。
ト
ル
コ

拳
の
分
野
で
は
漬
田
正
美
、
森
安
孝
夫
雨
先
輩
が
同
様
の
資
格
で
既
に
滞
併
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
皐
関
係
で
は
日
本
人
と
し
て
お
そ
ら
く
筆
者

が
初
め
て
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
何
人
か
の
数
授
の
名
を
知
る
の
み
で
全
く
事
情

の
分
か
ら
な
い
彼
地
の
皐
界
を
想
い
、
出
田
技
前
は
相
暗
闇
不
安
で
あ
っ
た
こ
と
を

究
え
て
い
る
。
幸
い
バ
リ
で
は
現
地
の
東
洋
曲
目
干
者
逮
の
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
、

快
適
に
勉
拳
に
励
む
こ
と
が
出
来
た
。
信
帥
園
後
、
編
輯
委
員
舎
よ
り
フ
ラ
ン
ス

皐
界
の
近
況
報
告
を
書
か
な
い
か
と
の
お
誘
い
が
あ
り
、
向
後
彼
地
へ
研
究
に

赴
か
れ
る
方
々
、
又
フ
ラ
ン
ス
皐
界
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
々
の
御
参
考
に
な

る
も
の
な
ら
と
御
引
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。
小
文
が
こ
れ
ら
の
方
々
の
お
役

に
少
し
で
も
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
た
だ
最
初
に
お
断
わ
り
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
筆
者

一
個
人
の
自
に
燭
れ
た
フ
ラ
ン
ス
暴

界
事
情
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
本
来
東
洋
皐
全
般
に
つ
い
て

報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、

筆
者
の
能
力
不
足
か
ら
極
め
て
限
ら
れ
た
分

野
に
つ
い
て
だ
け
の
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
汲
め
お
詫
び
申
し
上
げ

て
お
き
た
い
。

正

I 

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
ラ
ン
皐
・
ト
ル
コ
皐
教
育
の
現
肢
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
一
九
六
八
年
に
始
ま
る
皐
制
改
革
に
よ
り
従
来
の
撃
部
制
が
解
鐙

さ
れ
、
各
餌
究
部
門
が
新
し
く
幾
つ
か
の
大
暴
に
再
編
成
さ
れ
た
こ
と
は
周
知

の
如
く
で
あ
る
。
パ
リ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
同
じ
歴
史
系
で
も
、
中
園
史
は
バ

リ
第
七
大
摩
、
イ
ス
ラ
ム
史
は
パ
リ
第
六
大
鼠
午、
フ
ラ
ン
ス
史
は
バ
リ
第

一
・

四
・
七
・
入
・
十
・
十
三
大
祭
で
講
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
大
祭
と
は
別
組
織
の
コ

レ
1
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
色
彩
問
。
仕
切
S
5
0、
高
等
研
究
皐
院
開

S
F

同

5
2
5仏

g
E
5
8
合
己
門
吉
な
ど
の
講
義
が
加
わ
る
た
め
、
日
本
の
大
摩

の
皐
部
制
に
慣
れ
た
も
の
に
と
っ
て
は
複
雑
極
ま
り
な
い
。

こ
こ
で
問
題
に
す
る
イ
ラ
ン
翠
・
ト
ル
コ
皐
関
係
の
講
座
も
例
外
で
は
な

い
。
パ
り
に
限
っ
て
言
う
と
、
パ
リ
第
三
大
察
、
高
等
研
究
拳
院
(
以
下
何
回
ν

出
切
と
略
〉
祉
禽
科
準
高
等
研
究
皐
院
開
8
r
ι
g
E
E
g
含
邑
g
g
R
F
a

g円
四

回

白

o
n
E
g
そ
れ
に
遁
稽
ラ
ン
グ
ゾ
と
呼
ば
れ
る
沓
東
洋
語
第
校
(
正
式

名
、
闘
立
東
洋
言
語
文
明
研
究
所

F
E
E
E
E
E
-
骨二
g
m
E
3
2
n-dit

--stoEDH-g
E
g
)
が
主
た
る
数
育
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
統

合
す
る
形
で
パ
リ
第
三
大
皐
に
イ
ラ
ン
泉
研
究
所
ゲ
邑
Z
ゴ
京
Z
品

g
g
E
'

gロ
g
ハ
所
長
ジ
ル
ベ
1
ル
・
ラ
ザ
1
ル

C
F
2門
戸
〉
民
同
ロ
〉
ト
ル
コ
皐
研
究

所
阿
国
国

2
2ご
宗
仲
昆
g
z
s
z
g
(所
長
ル
イ
・
バ
ザ
ン
ド

2
5
切

E
E
)
が

-167ー
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組
織
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
研
究
所
は
嘗
該
研
究
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
専

攻
す
る
研
究
者
や
皐
生
の
使
を
計
る
た
め
か
な
り
充
貸
し
た
図
書
室
を
持
ち
、

同
時
に
各
大
皐
や
研
究
所
で
分
散
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
講
義
を
統
括
、
運
営

し
、
各
種
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
翠
生
、
教
職
員
が
上
記
の
ど
の
機
関
に

所
属
し
て
い
よ
う
と
必
然
的
に
こ
の
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
わ
け
で
あ
り

そ
の
意
味
で
こ
の
二
つ
の
研
究
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
ラ
ン
率
、
ト
ル
コ

撃
の
中
心
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
全
図
的
に
見
る
と
、
イ
ラ
ン
皐
関
係
は
パ
リ
の
み
、
ト
ル
コ
血
中
関
係
は

パ
リ
以
外
に
、
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
第
二
大
摩
、
エ
タ
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
第
一
大

暴
に
そ
れ
ぞ
れ
諮
座
が
あ
る
。
(
但
し
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
で
は
講
座
の
形
は
と

ら
な
い
が
、
ベ
ル
シ
ア
語
が
敬
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
)

さ
て
パ
リ
に
あ
る
諸
機
関
の
う
ち
ラ
ン
グ
ゾ
は
そ
の
奮
稽
の
通
り
東
洋
諸
園

語
教
育
の
専
門
翠
校
で
、
西
は
ス
ラ
プ
諸
語
か
ら
東
は
朝
鮮
語
、
日
本
語
に
至

る
ま
で
東
洋
諸
地
域
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
言
語
が
教
授
さ
れ
て
い
る
。

重
貼
は

今
日
の
生
き
た
言
葉
の
習
得
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
ト
ル
コ
語
科
に
お

い
て
は
共
和
図
ト
ル
コ
語
が
主
に
教
授
さ
れ
、

間半
年
が
進
む
と
オ
ス
マ
ン
語
へ

の
入
門
講
義
も
あ
る
。
ベ
ル
シ
ア
語
聞
学
科
も
同
様
で
講
義
の
大
字
は
今
日
の
新

聞
や
文
筆
作
品
の
識
調
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
開
学
生
は
普
通
ま
ず
こ

の
ラ

γ
グ
ゾ
で
一
般
数
養
と
並
行
し
て
か
な
り
厳
し
い
言
語
訓
練
を
う
け
、
そ

の
後
更
に
先
へ
進
み
た
い
者
が
そ
の
他
の
研
究
、
数
育
機
関
に
登
録
す
る
こ
と

に
な
る
。

イ
ラ
ン
皐
研
究
所
、
ト
ル
コ
皐
研
究
所
の
運
倍
す
る
講
義
は
す
べ
て
、
基
礎

課
程

B
笠
宮
司
自
g
g
号

E
R、
完
成
課
程

mam--刷
S
B
g
a
p
唱
。
?

な
n
Z
8
5
g
g丹
、
研
究
課
程

g
E関
口

O
B
g
Z門

Hosnranro
の
三
種
に

分
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
よ
そ
日
本
の
数
養
課
程
、
皐
部
課
程
、
大
暴
院
課
程

に
相
賞
す
る
。
今
手
元
に
イ
ラ
ソ
聞
学
研
究
所
八
二
年
度
の
研
究
課
程
講
義
の
要

綱
が
あ
る
の
で
次
に
抜
書
き
し
て
み
る
。

て
ベ
ル

シ
ア
語
と
文
皐
(
ラ
ン
グ
ゾ
〉

。
ベ
ル
シ
ア
文
皐
と
思
想
史
の
諸
問
題

。開帥
誇
方
法
論

数
官
〉
・
。
・H
N
ω

司
自
明
R
Z《

凶

r
国・
7
向
己

g
gロ

二
、
言
語
摩
〈
巴
v
出
切
第
四
セ
ク
シ
ョ
ン
〉

。
イ
ラ
ン
・
ア
l
リ
ア
言
語
拳
の
諸
問
題
、
テ
キ
ス
ト
の
研
究
、
言
語
の

分
析

教

官

。

-
F
S
R仏
-HV・
の
お
ロ

OEF
の
・
民

2
5
8
n
r
B
-
e・
剛
山
・
の
u
B
乙
g

三
、
哲
皐
と
宗
数
(
何
甲
山
何
第
五
セ
ク
シ
ョ
ン
)

。
古
代
イ
ラ
ン
の
宗
教

。
マ
ニ
数

。
イ
ス
ラ
ム
数

教
官
司
・
の
百
ロ

E
H
-
u・
2
S
R
O
F
の
・
認
。
ロ
ロ
O
F
Z・
叶
阻
止

-2

四
、
古
代
史
と
考
古
皐

。
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
、
近
東
考
古
事
の
諸
問
題

数
官

H
'冨・

0
8
5♂
同
・
t

の・

0ω
昼
ロ

ハ
以
上
パ
リ
第
一
大
皐
考
古
謬
研
究
所
〉

。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
イ
ラ
ン
世
界
、
考
古
屋
a

、
歴
史
畢
の
諸
問
題

数
官
冨
・
】

V-F円
E
己

(
以
上
何
回
ν
国
初
第
四
セ
ク
シ
ョ
ン
〉

。
エ
ラ
ム
語
と
碑
銘
皐

教
官
明
・
の
H
E
O同

〈
以
上
ル
ー
ブ
ル
校
開

8
F
E
F
O
E
S
)

-168ー



735 

五
、
イ
ス
ラ
ム
時
代
イ
ラ
γ
世
界
史

。
ア
ラ
ブ
語
史
料
を
用
い
た
歴
史

教
官
冨
・
列
島
品
田

』」

ー
〈
以
よ
バ
リ
第
三
大
象
、
ラ
ン
グ
ゾ
〉

。
政
治
、
社
曾
史
の
諸
問
題

教
官
・
】・〉ロ
Z
P
-H・
。
岳
回
曲
三

(
以
上
何
百
向
開
第
四
一セ
ク
シ
ョ
ソ
〉

。
ソ
連
の
ム
ス
リ
ム

教
官
〉
・
回
g
-
m
b
g・。・
H
L
野
町
n
F
a
b
z
o
E
5
}ミ

(
以
上
祉
舎
科
皐
高
等
研
究
皐
院
〉

六
、
社
曾
皐
、
民
俗
皐
(
粧
品
開
科
準
高
等
研
究
皐
院
)

。
イ
ラ
ン
・
中
東
に
於
け
る
佐
倉
人
類
皐
と
民
俗
皐

数
官
同
・
句
-
U
F関
白
円
子
。
・
の
Y
2
5ユ

ト
ル
コ
拳
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
い
が
、
や
は
り
言
語
皐
、
歴
史
察
、
社
舎

率
、
民
俗
皐
な
ど
各
分
野
の
講
義
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
記
憶
す
る
。

星
生
は
各
自
の
興
味
に
従
っ
て
上
記
諸
機
関
の
い
ず
れ
か
に
登
録
し
て
講
義

に
出
席
し
、
ま
た
各
自
研
究
を
進
め
る
わ
け
で
あ
る
。

皐
位
と
し
て
は
日
本
と
同
様
、
皐
士
競

2
3
5
6、
修
士
競
ハ
自
色

E
田町〉、

博
士
続

s
o
n
g
s円
〉
が
あ
る
。
博
士
貌
じ
は
第
三
期
博
士
向
日
o
n
g
gご凶
0
ω
o

n
H
n
r、
図
家
博
士

L
0
2
0
E
内
切

E
の
ご
脅
か
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の

課
程
博
士
、
論
文
博
士
に
ほ
ぼ
相
蛍
す
る
。
日
本
の
事
位
制
と
の
大
き
な
相
違

は
修
士
披
の
レ
ベ
ル
の
低
き
で
あ
る
。
こ
の
厚
位
は
う
ま
く
行
く
と
大
皐
入
事

後
四
年
力
取
得
で
き
、
そ
の
論
文
〈
自
bHHHD-B〉
は
皐
術
的
に
見
て
お
世
僻
に

も
日
本
の
修
士
論
文
に
相
賞
す
る
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
修
士
銃
取
得
後
す

ぐ
第
三
期
博
士
競
に
挑
ん
で
も
挫
折
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
、
大
低

の
事
生
は
、
皐
土
な
り
修
士
な
り
の
稽
械
を
取
得
す
る
と
寅
祉
禽
へ
飛
び
ー
出
L

て
行
く
。
こ
の
修
士
と
樽
士
の
レ
ベ
ル
の
遠
い
が
フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
の
一
つ

の
ネ
ッ
ク
之
な
っ
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
た
J

l

II 

フ
ラ
ン
ス
の
イ
ラ
ン
象
者
、
ト
ル
コ
撃
者
は
原
則
仰
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
皆
上

マ
奉
げ
た
幾
つ
か
の
大
皐
、
研
究
所
、
そ
れ
に
園
立
科
皐
研
究
セ

ン
タ
ー
の

gt

句
。
ロ
2FOE-
一向日
g
同
市

n
r
o
H
n
y
g
R
-
o
a
S
G
g
g
(以
下
【

uzmω
と
略
記
〉

の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
研
究
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
。
そ
の
研
究
活
動
の一咳

と
な
る
の
が

94mω
管
轄
下
に
あ
る
エ
キ

ッ
プ

2
三
官
制
度
で
あ
る
。

こ

れ
は
研
究
や
興
味
の
劉
象
が
近
い
研
究
者
が
何
人
か
集
ま
っ
て

一
種
の
研
究
舎

を
構
成
し
)
の
Z
M
g
か
ら
出
張
費
、
書
籍
、
物
品
購
入
費
な
ど
物
質
的
)
財

政
的
援
助
を
う
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

設
園
文
部
省
の
科
皐
研
究
費

制
度
に
類
似
し
て
い
る
が
、
エ
キ
y

プ
制
度
の
場
合
一
旦

(uzmω
に
認
定
さ

れ
る
と
、
正
常
に
活
動
し
て
い
る
限
り
半
、
氷
久
的
に
援
助
が
繍
け
ら
れ
る
。
エ

キ
ッ
プ
の
活
動
は
研
究
禽
の
開
催
、

定
期
刊
行
物
の
夜
行
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
出

版
な
ど
多
岐
に
亙
る
。

こ
こ
で
、
イ
ラ
ン
率
、
今ト
ル
コ
翠
関
係
の
エ

キ
ッ
プ
を
列
察
し
、
こ
れ
に
廃

す
る
主
だ
っ
た
研
究
者
の
関
心
、

業
績
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
。
そ
れ
が
今
日
の

フ
ラ
ン
ス
皐
界
の
研
究
関
心
、
動
向
を
知
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、

イ
ラ
γ
皐
関
係
の
エ

キ
ッ
プ
と
し
て
は
次
の
四
つ
が
あ
る
。

ー
、
現
代
イ
ラ
ン
、
空
間
・
文
化
・
祉
舎

町

ggzσ
宮
司

O
B
S
H
同
省

R
0・

2
-
Z
5
2
日
白
色
合
和
責
任
者
』
・
戸
盟
問
向
丘

2
、
イ
ラ
三
一
言一
語
、
文
皐
、
文
化
ピ
ロ
m
E
O
-
-
-
E
5
2
3
2
2
F
5
8

5
2
0
5
8
責
任
者
。

-
C
S三

-169ー
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3
、
比
較
史
イ
ス
ラ
ム
・
東
方
研
究
セ
ン
タ
ー

。。ロ
R
O
R『
b
z
ι
g
z
m
B
S
E
2
2
2
-
g
E
g
ι
・
E
M
5
5
8
5
3円宮

責
任
者
同
・
〉
忌
日

4
、
サ
サ

γ
朝
イ
ラ
ン
史

E
M
E
E
r
-
-
r
E
g
g
s
-仏
ω

責
任
者

阿川・の
-mロO
E
H

第
一
エ
キ
ッ
プ
は
主
と
し
て
民
族
準
的
手
法
に
よ
る
現
代
イ
ラ
ン
研
究
を
そ

の
目
的
と
し
、
責
任
者
の
デ
ィ
ガ
l
ル
の

zmω
助
教
授
は
最
近
叫
】
向
与
三
宮
内
h

h
出
向
h

司
。
ョ
白
札
角的

~v
o
H
G恥
之
、
や
R
H
F
H
V
R目
的
。
件
。
曲
目
げ
ユ
ι
m
o
H
由∞
N

を
公
に

し
た
。
イ
ラ
ン
人
研
究
者
も
参
加
し
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

第
二
エ
キ
ッ
プ
は
、
イ
ラ
ン
言
語
皐
の
大
家
ラ
ザ
I
ル
何
甲
山
別
教
授
を
中

心
と
し
、
主
に
言
語
皐
に
関
心
を
抱
く
メ

ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ラ

ザ
l
ル
敬
授
は
十
年
来
ベ
ル
シ
ア
語
|
フ
ラ
ン
ス
語
僻
典
の
編
纂
に
取
組
ん
で

お
り
、
こ
こ
一
|
二
年
の
う
ち
に
は
刊
行
の
運
び
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
僻
典
が
完
成
す
れ
ば
、
以
後
の
イ
ラ
ン
研
究
に
資
す
る
こ
と
甚
だ
大

で
あ
ろ
う
。

第
三
、
第
四
エ
キ
ッ
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
ラ
ム
以
後
と
以
前
の
イ
ラ
ン
史
を

研
究
封
象
と
す
る
。
こ
の
う
ち
第
四
エ
キ
ッ
プ
は
貨
幣
・
碑
銘
な
ど
か
ら
サ
サ

ン
靭
の
歴
史
を
考
え
る
ジ
ニ
ュ

l

肘
甲
山
別
教
授
が
中
心
人
物
で
あ
る
。
第
一
一
一

の
オ
パ
ン
・
エ
キ
ッ
プ
は
筆
者
が
属
し
、
そ
の
活
動
状
況
が
些
か
な
り
と
把
握

で
き
た
の
で
、
こ
こ
で
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
み
る
。

こ
の
エ
キ
ッ
プ
は
本
来
イ
ス
ラ
ム
時
代
イ
ラ
ン
史
を
そ
の
研
究
領
域
と
す
る

が
、
オ
バ
ン
教
授
の
問
題
関
心
が
十
六
世
紀
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
近
東
関

係
史
に
績
が
る
に
つ
れ
て
そ
の
方
面
の
研
究
者
も
参
加
し
、
現
在
十
五
人
の
構

成
員
が
三
つ
の
分
科
曾
を
形
成
し
て
い
る
。

第
一
一
部
曾
中
世
イ
ラ
ソ
史

?
の
乙
S
R
L
〈
責
任
者
〉、
。
・
〉
ι-0・
ω-
Z
会
E
s
h
y
-円
42
ロ
「
〉
・
〉
・

7
向

o
g
r
m
y
宮
-
E
gmL曲

第
二
部
禽
イ
ン
ド
洋
史

。・回
g
n
y
Dロ
〈
責
任
者
〉、
戸
宮
・
の
自
色
5

0
・司
cgnyo

第
三
部
禽
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
抜
大
と
イ
ス
ラ
ム
世
界

p
h
-
F
Z
E
B
ハ
責
任
者
)、
〉
・
関
門
門
出
口
、
。
・
常
『
〈
合
ロ
ロ
ロ
0・回・

ω
-
B
O
F
F・
Hν・
吋
r
。ss

こ
れ
ら
三
部
禽
全
慢
を
オ
パ
ン
教
授
が
統
轄
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
分
科

舎
は
、
第
二
、
第
三
部
曾
で
は
し
ば
し
ば
開
か
れ
、
メ
ン
バ
ー
が
順
に
研
究
設

表
を
行
な
っ
て
活
溌
な
討
論
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
全
笹
倉
合
が
年
二

l
一一一回

持
た
れ
、
そ
の
席
で
各
自
が
目
下
の
研
究
の
進
捗
状
況
と
そ
の
見
通
し
を
述
ベ

エ
キ

ッ
プ
全
鐙
の
問
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
る
。
話
は
や
や
横
道
に
そ
れ
る

が
、
こ
の
席
で
は
翌
年
出
張
の
必
要
が
あ
る
も
の
は
そ
の
旨
申
し
出
、
オ
パ
ン

数
授
の
許
可
を
求
め
る
。
園
際
関
係
史
を
主
題
と
す
る
エ
キ
ッ
プ
だ
け
に
出
張

の
希
撃
は
多
く
、
決
し
て
潤
津
と
は
言
え
な
い
資
金
を
ど
う
割
り
振
る
か
、
数

授
は
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
言
う
と
エ
キ

ッ
プ
の
資
金
は
一
般
に
す
べ
て
責
任
者
の
掌
中
に
あ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、

エ
キ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
選
揮
権
を
責
任
者
が
完
全
に
湿
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ

せ
、
フ
ラ
ン
ス
暴
界
の
ポ
ス
数
授
の
権
力
が
極
め
て
強
い
こ
と
の
理
由
の
一
端

を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。

オ
パ
ソ
・
エ
キ
ッ
プ
は
数
年
前
ま
で
定
期
刊
行
物
と
し
て
ド
ご

gzn尚三
E
B

3
3
R
N・b
Eヨ
・
〉
h
a
Z
F
S守
L
F
b
E
S
の
二
黙
を
持
っ
て
い
た
が
、
財

政
の
悪
化
で
目
下

一
時
休
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
勿
論
各
自
が
独
自
に
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
全
健
と
し

-170ー
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寄
せ
る
い
『
-rF
・切回

S
忌
ー
の
円
曲
目
白
ロ
ロ
円
。
ZHNω
助
数
授
、
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ
ン

ハ

ミ

l
ル
ーの
キ
ル
ギ
ズ
族
の
言
語
、
停
統
が
専
門
の

M
P
U
O円
。
ZHNω
講
師
、

出
生
に
闘
す
る
ア
ナ
ト
リ
ア
の
民
間
信
仰
を
民
俗
響
的
に
研
究
し
、

今
日
ト
ル

コ
語
の
動
植
物
名
に
興
味
を
持
つ
冨

-Zg-a
。
zmω
職
員
な
ど
が
有
名

で
あ
る
。

第
二
エ
キ
ッ
プ
は
、
主
に
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
現
存
す
る
ト
ル
コ
語
文
書
を
用

い
て
、
十
七

l
十
八
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
帝
園
領
ダ
ニ
品
l
プ
流
域
地
方
、
更
に

十
六
世
紀
以
後
の
歴
史
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
主
な
研
究
者
と
し
て

は
、
既
に
事
げ
た

H

F
・回白

S
E
bbc
g
g
g
D
E
を
別
と
し
て
、
〉
-
∞

gロ戸間
1

目
。
ロ
何
回
ωω
敬
授
、
。
・

r目
白
色
。
円

ρ
5
7出口
a
q、
そ
れ
に
夫
妻
で
共
同
し
て

オ
ス
マ
ン
靭
初
期
の
法
制
に
取
り
組
む

Z
・

2
H
-
w
σ
E
n
o
s
z、
オ
ス

マ
ン

一
帝
園
の
王
子
ジ
ェ
ム
を
通
し
て
十
五
世
紀
末
の
西
欧
|
オ
ス
マ
ン
関
係
に
新
た

な
光
を
あ
て
る
事
位
論
文
を
最
近
完
成
し
た
若
手
の

Z
・
〈
主
ロ
な
ど
が
い
る
。

南
仰
の
エ
ク
ス
・
ア
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
に
本
磁
を
置
く
第
三
の
近
東
研
究

エ
キ
ッ
プ
は
、
十
六

l
十
九
世
紀
オ
ス
マ

γ
帯
図
治
下
の
ア
ラ
ブ
諸
州

〈
主
に

シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
〉
を
研
究
劉
象
と
し
、
ア
ラ
ブ
に
停
統
的
な
行
政
、
宗

敬
、
祉
曾
制
度
が
、
オ
ス
マ
ン
一
帝
園
の
支
配
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
鎚
化
し
て
行

っ
た
の
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
責
任
者
の
マ
ン
ト
ラ
ン
に
は
、
博
士
論
文

の
主
要
部
分
を
出
版
し
た
わ
怠
る
と

hFHま
な
た
円
。
支
出
向
昔
日
公
合
同
位
以
て
Lqo

hH.a
r
r
・6

N
W
ど
n
t
h同・
E
h
H
C
N
Z
s
a
s
h
H民
0
3
3
向N
P
-
h
n
o
g
若
々
志

向h
h
O
R
b
N
m
-

H
M
R
E
呂
田
N

を
は
じ
め
数
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

最
後
の
第
四
品
キ
ッ
プ
は
東
俳
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
に
あ
る
。
二
重
言
語
が
人

聞
に
輿
え
る
様
々
な
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
が
こ
の
エ
キ
ッ
プ
の
研
究
目
的

で
、
ト
ル
コ
語
、

ベ
ル
シ

ア
煮
の
二
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ン
西
北
部

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ソ
地
方
を
例
に
と
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
エ

キ
ッ
プ
に
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
に
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の

宗
数
文
民
事
を
研
究
し
、
こ
の
地
方
に
住
む
ト
ル
コ
族
の
異
端
的
宗
数
に
関
し
て

注
目
す
べ
き
設
言
を
行
な
っ
て
い
る
戸
富
E
F
O
R
が
い
る
。

以
上
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
ラ
ン
率
、
ト
ル
コ
撃
の
研
究
欣
況
を
略
述
し
て

き
た
が
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
、
フ
ラ
ソ
ス
皐
界
に
も
や
は
り
研
究
者

の
唐
が
厚
く
今
後
大
い
に
設
展
が
見
込
ま
れ
る
分
野
と
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

手
薄
な
分
野
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

イ
ラ
ン
皐
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
】
V

・
0
仲間ロ
O
C
H
-
0・F
印
刷
曲
え
を
中
心
と
し

た
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
ベ
ル

シ
ア
語
の
言
語
皐
的
研
究
、

オ
バ
ン

・

エ
キ
ッ
プ
と
ト
ル
コ
撃
者
の
相
互
協
力
の
上
に
立
つ
十
六
世
紀
大
航
海
時
代
以

降
の
中
近
東
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
を
扱
う
文
献
史
皐
が
さ
し
ず
め

d
o-民

同
O
R・
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
射
し
て

d
o一
口
三
曲
目
豆
、
と
し
て
は
、

コ
ル
パ
ン
戸
の
口
手
一
ロ
死
後
後
縫
者
の
い
な
い
思
想
史
、
そ
れ
に
ベ
ル
シ
ア

文
皐
が
あ
る
。

ト
ル
コ
摩
の
分
野
で
は
、
「
切
印
刷
旦
』
・
国

EHF-sp
】

-MYHμocH
を
中
心

と
す
る
イ
ス

ラ
ム
以
前
の
ト
ル
コ
世
界
、

二
つ

の
エ
キ
ッ
プ
の
研
究
劉
象
で
あ

る
十
四

l
十
八
世
紀
オ
ス
マ
ン
一
帝
一
園
史
、
司
・
回

O
E同
点
戸
富
岳
宮
両
に
見
ら

れ
る
口
承
文
皐
、
宗
数
文
皐
研
究
が
最
も
盛
ん
で
業
績
に
も
見
る
べ
き
も
の
が

多
い
の
に
到
し
て
、
美
術
史
、
考
古
皐
、
現
代
ト
ル
コ
祉
舎
、
オ
ス
マ

γ
語
文

皐
の
分
野
の
研
究
に
は
目
立
っ
た
も
の
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
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III 

フ
ラ
ン
ス
の
イ
ラ
ン
祭
、
ト
ル
コ
皐
を
語
る
際
に
依
か
す
こ
と
が
出
来
な
い

の
が
充
貸
し
た
在
外
研
究
施
設
の
存
在
で
あ
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
・
イ
ラ

γ
雨
圏
聞
の
外
交
関
係
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
堅
寅
に
研
究
活
動
を
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繍
け
る
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ラ
ン
皐
研
究
所
同
ロ
忠
広
三
司

g
ロ
包
町
内
同

Ass-o伺ぽ

彩
、
H
，

F
常
自
が
あ
り
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
は
俸
統
を
誇
る
フ
ラ
ン

ス
・
ア
ナ
ト

リ
ア
皐
研
究
所

F
E
E
一
司
自
主
白
日
目
見
g
k
F
E
S
-
-
gロ
a
ι
・ES-uc-

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
所
に
は
数
人
の
専
任
研
究
員
が
お
り
、
常
時
現
地
の

皐
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
資
料
の
牧
集
、
各
自
の
研
究
に
播
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
宿
泊
設
備
が
完
備
さ
れ
、
本
図
か
ら
の
研
究
者
の
便
に
供
さ
れ
て
い
る
。

我
園
の
こ
の
種
の
施
設
の
現
燃
を
見
る
に
つ
け
、
寅
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

イ
ラ
ン
皐

HHgo-o岡
山
冊
、
ト
ル
コ
準
、
叶
日
8-om-ゆ
が
停
統
的
な
東
洋
風
亭

O
円
-ZE--白
日
刊
か
ら
堀
倒
立
し
、
一
個
の
皐
聞
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、

第
二

次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
研
究
の
深
化
に
伴
う
専
門

の
細
分
化
現
象
が
進
ト
ん
で
き
た
結
果
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ
し
て
一
九

六
0
年
代
末
か
ら
七

0
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
〉
白
血
R
E
F
S
官
民
-
刊

向
田
舎
己

0
80B
g
H
R凶

g
恥門戸内回
g
z
z
c
g
(ト
ル
コ
皐
設
展
協
禽〉
、
〉
aoa'

旦
Oロ
宮
口
二
・

2
8
8
B
gご日
g
小
H
E
8
5ロ
目
。
ロ
ロ
臼
(
イ

ラ
ン
皐
進
展
協

曾
〉
が
創
設
さ
れ
る
。
こ
の
雨
協
禽
は
そ
の
名
の
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ル
コ

皐
者
、
イ
ラ
ン
摩
者
が
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
皐
問
分
野
の
愛
展
に
寄
興
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
機
関
誌
と
し
て
同
2
R
1
2
b
E
S
L「

2
3
S
を
持
つ
。

讐
方
と
も
に
高
度
な
内
容
の
皐
術
誌
で
、
彼
圏
に
お
け
る
研
究
動
向
を
知
る
上

で
依
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
最
近
に
な
っ
て
同
】
需

R
S
編
集
部
は
の
。
口
氏
』

位
。
誌
吋
毛
色
町
ぬ
と
銘
打
つ
特
集
シ
リ
ー
ズ
ハ
第
一
各

F
b
吋臣、向
R
R
a
r

中
S
R
b
芝
、
右
足

hN・b
a
t込
、
第
二
容
叫
】
2
8
5
a
z
s
qnF
2

3
叶ミ
A

右
足
包
∞
N
)

を
裂
行
し
、
い
ず
れ
は
こ
れ
を
そ
ノ
グ
ラ
フ
出
版
に
活

用
す
る
計
重
で
あ
る
。
ま
た

h
U
H
A
R
L「
33Nnb
に
は
一
九
七
八
年
よ
り

k
c
a
E
n
H白
ヤ
白
三
E
と
い
う
世
界
の
イ
ラ
ン
皐
関
係
出
版
物
の
紹
介
、
批
評

を
目
的
と
す
る
便
利
な
別
燭
が
附
録
と
し
て
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
と
も
に
、

今
後
塵
界
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
を
と
っ
て
行
こ
う
と
す
る
商
協
曾
の
有
盆
な
試

み
と
し
て
評
債
に
債
し
よ
う
。

ブ
ラ
ソ
ス
人
が
英
語
で
皐
曾
務
思
表
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
は
い

え
、
フ
ラ
ン
ス
皐
界
の
重
み
は
繁
わ
ら
ず
、
我
園
の
若
い
イ
ラ
ン
撃
、
ト
ル
コ

皐
が
そ
こ
か
ら
皐
ぶ
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。

最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
皐
界
の
動
向
を
よ
り
詳
し
く
知
る
た
め
に
使
利
な
何
茄

か
の
文
献
を
翠
げ
て
お
こ
う
。
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